
 

 

 

 

 

     

◇
宮
司
の
柴
田
で
す
。 

「
宮
司
プ
レ
ス
」
も
、
先

月
号
で
丸
六
年
、
今
月
号
か
ら
七
年
目
に
入
り
ま
す
。 

年
二
回
発
行
し
て
い
る
社
報
（
し
ゃ
ほ
う
）
で
あ
る

「
産
土
（
う
ぶ
す
な
）」
に
、「
宮
司
プ
レ
ス
総
集
編
」

と
い
う
コ
ラ
ム
が
あ
り
ま
し
て
、
第
六
十
八
号
（
一

月
号
）
よ
り
本
号
（
六
月
号
）
ま
で
を
一
挙
掲
載
す

る
事
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

そ
の
原
稿
の
締
め
切
り

が
、
押
し
迫
っ
て
い
ま
す
関
係
で
、
月
末
の
発
行
が

茶
飯
事
に
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
よ
う
や
く
目
標
の

「
エ
キ
ス
プ
レ
ス
（
特
急
）」
に
な
っ
た
次
第
で
あ

り
ま
す
。 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
、
ご
覧
に
な
れ
ま

す
が
、
社
報
「
産
土
」
で
も
、
宮
司
プ
レ
ス
が
閲
覧

（
え
つ
ら
ん
）
で
き
る
と
い
う
わ
け
で
す
。 

 

◇
い
よ
い
よ
本
格
的
な
夏
を
控
え
て
、「
節
電
」
が
、

我
々
の
日
常
生
活
で
の
大
切
な
約
束
事
、
道
し
る
べ
、

モ
ラ
ル
に
な
り
ま
す
よ
ね
。 

そ
れ
は
、
昨
年
の
三

月
十
一
日
に
発
生
し
た
東
日
本
大
震
災
の
あ
ま
り

に
も
甚
大
（
じ
ん
だ
い
）
な
被
害
が
、
日
本
列
島
の

基
盤
を
大
き
く
変
え
て
し
ま
っ
た
事
が
、
大
き
な
要

因
で
あ
り
ま
す
。 

東
日
本
大
震
災
の
地
震
の
規
模

は
、
日
本
の
観
測
史
上
最
大
、
世
界
的
に
も
歴
代
四

位
と
い
う
超
弩
級
（
ち
ょ
う
ど
き
ゅ
）、
一
千
年
に 

     

一
回
発
生
す
る
か
ど
う
か
と
い
う
非
常
に
稀
（
ま

れ
）
な
巨
大
地
震
で
し
た
。
こ
の
震
災
は
、
我
が
国

に
と
っ
て
戦
後
最
大
の
試
練
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

地
球
科
学
的
に
見
ま
す
と
、
戦
後
の
復
興
期
と
い
う

の
は
、
地
震
が
少
な
か
っ
た
時
期
だ
っ
た
そ
う
で
す
。 

日
本
の
復
興
期
と
高
度
経
済
成
長
期
に
巨
大
地
震

が
な
か
っ
た
の
は
、
僥
倖
（
ぎ
ょ
う
こ
う
）、
思
い

も
か
け
な
い
幸
運
だ
っ
た
の
で
す
ね
。 

そ
の
地
震

の
少
な
い
恵
ま
れ
た
時
代
が
終
わ
っ
た
の
が
、
平
成

六
年
の
阪
神
淡
路
大
震
災
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。 

 
◇
被
害
が
甚
大
に
な
っ
た
の
は
、
人
類
が
物
資
を
溜

（
た
）
め
込
（
こ
）
む
よ
う
に
な
っ
た
事
が
原
因
で
、

溜
め
込
ん
だ
も
の
が
大
き
い
ほ
ど
、
自
然
災
害
で
失

う
も
の
も
大
き
く
な
る
の
で
す
ね
。 

こ
れ
を
、
経

済
用
語
の
ス
ト
ッ
ク
を
引
用
し
て
「
ス
ト
ッ
ク
社

会
」
と
呼
ぶ
そ
う
で
す
。 
地
球
に
生
命
が
生
ま
れ

て
三
十
八
億
年
、
知
的
生
物
（
ち
て
き
せ
い
ぶ
つ
）

の
最
高
峰
に
た
つ
人
間
が
、
ス
ト
ッ
ク
社
会
を
始
め

た
の
は
、
わ
ず
か
一
万
年
前
か
ら
だ
そ
う
で
す
。 

そ
れ
以
前
は
、
日
本
で
は
、
縄
文
時
代
の
狩
猟
採
取

（
し
ゅ
り
ょ
う
さ
い
し
ゅ
）
を
し
て
い
た
時
期
で
、

経
済
用
語
で
い
え
ば
「
フ
ロ
ー
社
会
」
で
す
。 
一

万
年
前
に
、
人
類
が
農
業
と
牧
畜
を
発
明
し
、
余
っ

た
農
作
物
を
貯
え
、
富
の
集
積
が
始
ま
り
、
そ
の
富

を
独
占
す
る
権
力
者
が
出
現
し
、
や
が
て
は
、
国
家

が
誕
生
す
る
の
で
す
。 

そ
の
先
が
、
産
業
革
命
、

さ
ら
に
、
石
炭
か
ら
石
油
の
モ
ー
タ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
、

い
わ
ゆ
る
車
社
会
の
到
来
に
な
り
ま
す
。 

そ
し
て
、

文
明
の
発
達
は
、
加
速
度
を
増
し
、
核
の
平
和
利
用

に
よ
る
原
子
力
発
電
と
進
化
を
と
げ
る
の
で
す
。 

石
油
や
石
炭
の
化
石
燃
料
は
、
い
ず
れ
も
地
球
上
の

生
物
が
ス
ト
ッ
ク
し
て
き
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源
で

す
。 

石
油
は
、
一
千
万
年
、
ウ
ラ
ン
は
一
億
年
か

け
て
形
成
さ
れ
た
資
源
で
あ
り
ま
す
。 

途
方
も
な

い
時
間
を
か
け
て
作
っ
た
資
源
を
人
類
は
、
こ
こ
二

百
年
ほ
ど
で
燃
や
し
尽
く
そ
う
と
し
て
い
ま
す
。 

ス
ト
ッ
ク
社
会
も
、
行
き
づ
ま
り
で
す
。 

◇
京
都
大
学
の
鎌
田
浩
毅
（
か
ま
た 

ひ
ろ
き
）
教

授
は
、「
ス
ト
ッ
ク
型
文
明
か
ら
脱
却
し
、
フ
ロ
ー

型
文
明
へ
軟
着
陸
す
る
事
が
、
日
本
の
次
の
目
標

だ
」
と
述
べ
ら
れ
て
い
ま
す
。 

実
は
、
鎖
国
を
し

て
い
た
江
戸
時
代
、
低
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
の
自
給
自

足
で
、「
フ
ロ
ー
社
会
」
を
実
現
し
て
い
ま
し
た
。 

衣
食
住
は
す
べ
て
国
産
、
人
体
か
ら
出
た
も
の
を
堆

肥
（
た
い
ひ
）
に
し
て
資
源
を
循
環
さ
せ
、
低
エ
ネ

ル
ギ
ー
社
会
で
あ
り
な
が
ら
、
二
百
五
十
年
も
の
平

和
な
時
代
を
築
き
ま
し
た
。 

「
パ
ク
ス 

エ
ド
ガ

ー
ナ
」、「
江
戸
時
代
の
太
平
（
た
い
へ
い
）」
と
言

わ
れ
る
所
以
（
ゆ
え
ん
）
で
す
。 

 

宮
司
プ
レ
ス 

七
十
三
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八
幡
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宮
司
ニ
ュ
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八
幡
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宮
司 

柴
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宜
夫 

 

発 
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平
成
二
十
四
年
六
月 

 

二
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◇
富
小
路
禎
子
（
と
み
の
こ
う
じ
よ
し
こ
）
と
い
う

歌
人
（
か
じ
ん
）
は
、「
服
あ
ふ
れ 

靴
（
く
つ
）

あ
ふ
れ 
籠
（
か
ご
）
に
パ
ン
あ
ふ
れ 

足
る
を
知

ら
ざ
る 
国
と
成
り
果
つ
」
と
、
ス
ト
ッ
ク
型
文
明

を
嘆
か
れ
て
い
ま
す
。 

徒
然
草
（
つ
れ
づ
れ
ぐ
さ
）

に
も
、
衣
食
住
と
薬
が
、
生
活
の
基
本
条
件
で
、
一

つ
で
も
欠
け
て
い
れ
ば
、「
貧
し
い
」、
す
べ
て
足
り

て
い
れ
ば
「
富
」
だ
と
説
き
、
そ
の
四
つ
の
他
を
望

む
の
は
、「
贅
沢
（
ぜ
い
た
く
）」
と
諭
（
さ
と
）
し

て
い
ま
す
。 

ま
さ
に
、「
フ
ロ
ー
社
会
」
の
心
得 

が
、
述
べ
ら
れ
て
い
ま
す
ね
。 

「
足
る
を
知
る
」

謙
虚
さ
が
必
要
な
の
で
す
。 

さ
ら
に
、
鎌
田
教
授

は
、
大
自
然
に
対
す
る
「
畏
敬
（
い
け
い
）
の
念
（
ね

ん
）」
を
取
り
戻
し
、
共
存
す
る
知
恵
を
絞
ら
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
、
仰
（
お
っ
し
ゃ
っ
）
て
い
ま
す
。 

 

◇
鎌
田
教
授
の
提
唱
さ
れ
る
「
フ
ロ
ー
社
会
」
へ
の

シ
フ
ト
に
不
可
欠
で
あ
る
感
謝
の
心
、
富
小
路
禎
子

さ
ん
や
徒
然
草
の
、「
足
る
を
知
る
」
謙
虚
な
心
を

忘
れ
ず
に
、
戦
後
最
大
の
試
練
を
乗
り
越
え
て
ま
い

り
た
い
も
の
で
す
。 

皆
様
方
の
ご
自
愛
を
お
祈
り

申
し
上
げ
ま
す
。 

◇
五
月
の
祭
典
行
事
報
告 

▼
月
次
祭 

＊
五
月
一
日 

、
十
五
日 

▼
衣
更
え 

＊
五
月
五
日
（
立
夏
） 

 

▼
塩
釜
祭 

＊
五
月
五
日 

 
 

 

▼
福
浦
金
刀
比
羅
宮
例
祭 

＊
五
月
十
九
日
～
二
十
日 

 

▼
朝
粥
会 

＊
五
月
二
十
一
日 

 

▼
海
上
自
衛
隊
ミ
サ
イ
ル
艇
、
安
全
祈
願
祭
参
拝 

◇
六
月
の
祭
典
行
事
予
定
（
報
告
も
含
む
） 

 

▼
月
次
祭 

＊
六
月
一
日
、
十
五
日 

 

▼
西
山
小
校
外
学
習
参
拝 

＊
六
月
一
日 

 
 
 
 
 
 

 

 

▼
恵
比
寿
神
社
例
祭 

＊
六
月
十
日 

 

▼
朝
粥
会 

＊
六
月
二
十
一
日 

 

▼
大
祓
式 

＊
六
月
三
十
日 

◇
六
月
の
宮
司
の
行
事
会
議
等
活
動
予
定
（
報
告
も
含
む
） 

  

▼
八
幡
宮
関
係
団
体 

 
 

◇
奉
賛
会
理
事
総
会 

＊
六
月
二
日 

 
 

◇
早
起
会
総
会 

＊
六
月
三
日 

 
 

◇
維
蘇
志
会
草
刈
奉
仕
例
会 

＊
六
月
六
日 

 
 

◇
氏
子
青
年
会
中
国
地
区
研
修
会 

（
岩
国
市
、
維
蘇
志
会
有
志
参
加
） 

＊
六
月
二
十
三
日
～
二
十
四
日 

 
 

◇
山
口
県
敬
神
婦
人
連
合
会
総
会 

（
神
社
庁
、
敬
神
婦
人
会
有
志
参
加
）
＊
六
月
二
十
六
日 

 
 

◇
行
事
委
員
会
茅
（
ち
）
の
輪
（
わ
）
奉
製
（
ほ

う
せ
い
）
作
業 

＊
六
月
三
十
日 

 

▼
山
口
県
神
社
庁
、
同
下
関
支
部
関
係 

 
 

 

◇
神
職
大
会
、
神
道
史
研
究
会
役
員
会
、
支
部
三
役
会 

＊
六
月
四
日 

◇
中
国
地
区
女
子
神
職
研
修
会
（
神
社
庁
） 

 

＊
六
月
七
日 

◇
支
部
宮
司
会 

＊
六
月
八
日 

◇
支
部
幹
事
会 

＊
六
月
十
一
日 

◇
北
九
州
神
職
会
と
の
親
睦
行
事 

＊
六
月
十
三
日 

◇
神
職
養
成
講
習
会
講
師
打
合
、
協
議
員
会 

＊
六
月
十
八
日 

◇
祭
式
研
修
会
（
神
社
庁
） 

 

＊
六
月
二
十
七
日
～
二
十
八
日 

 
 

 

▼
西
ロ
ー
タ
ー
リ
ー
ク
ラ
ブ 

 
 

◇
例
会 

＊
六
月
六
日
、
十
三
日
、
二
十
日
、
二
十
七
日 

 
 

◇
メ
ー
キ
ャ
ッ
プ 

＊
六
月
一
日
、
十
九
日
、
二
十
五
日 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

＊
六
月
二
十
八
日
、
二
十
九
日 

 

▼
講
演
活
動 

 
 

◇
山
口
県
神
社
庁
豊
浦
神
社
総
代
会 

 
 
 

＊
演
題
「
三
感
四
恩
」 

＊
六
月
八
日 

 

▼
人
権
擁
護
委
員
活
動 

 
 

＊
人
権
擁
護
委
員
の
日
啓
発
活
動
＊
六
月
一
日 

 
 
 
 
 
 
 

 

 
 

＊
下
関
人
権
擁
護
委
員
協
議
会
研
修 

・
六
月
十
九
日 

 

▼
そ
の
他 

◇
迫
町
自
治
会
ク
リ
ー
ン
作
戦 

＊
六
月
十
日 


